
平成24年度の決算をお知らせします。

平成24年度 　一般会計

（平成25年３月31日現在）

市税 皆さんが納めた税金

市債 国や金融機関から借入れたお金

繰越金 前年度から繰り越されたお金

諸収入・繰入金 基金（貯金）を取り崩したお金など

使用料・手数料

財産収入など 市有地を売却して得たお金など

民 生 費 高齢者、障害者、児童などの福祉の費用

衛 生 費 ごみ処理、保健衛生などの費用

消防費・
商工費など

国や金融機関などから借入れたお金の返済
費用 32,801円

防災対策、情報化推進、戸籍・住民票など
の費用総 務 費

公 債 費

21,347円

小・中学校、幼稚園、生涯学習や文化・ス
ポーツ振興の費用

地方譲与税など

115,040円

土 木 費 道路、河川、公園などの費用 32,146円

299,091円

 37,605円

33,423円

 26,729円

市民１人あたりの

市の事業に対し、県から交付されたお金

国庫支出金 市の事業に対し、国から交付されたお金

県支出金　　　　

313,699円

 41,584円地方財政を補うために国から交付された
お金

歳出

13,688円

123,687円

 51,806円

 19,261円
 28,505円

 26,376円

　 8,792円

地方交付税

施設の使用料や証明書発行の手数料など

筑紫野市の決算報告
人口：102,097人

教 育 費

消防、商工業・農林水産業の振興、市議会
などの費用

歳入

国の自動車重量税などから分配された
お金など

（目的別）

歳入と歳出

313,699円
市税
39.4％

民生費
38.5％

総務費
11.2％

諸収入・使用料
及び手数料など

8.4％
市債
9.1％

繰越金
2.8％

県支出金
6.1％

国庫支出金
16.5％

地方交付税
13.3％

消防費・商工費など
7.1％

衛生費
8.9％

教育費
12.6％

土木費
10.7％

公債費
11.0％

地方譲与税など
4.4％

歳入

299,091円
歳出（目的別）

市民１人あたりの基金残高（貯金） 69,176 円 (　 前年度比　　 708 円増　）

基 金 名
財 政 調 整
公 共 施 設 等 整 備
庁 舎 建 設
そ の 他
一 般 会 計 （ 計 ）

一　　　般 ２９６億９,５３２万５千円

市民１人あたりの市債残高（借金） 290,854円 (　前年度比　　2,182 円減 　）

会　計　名

24年度末残高
28億5,215万3千円
10億6,176万7千円
21億7,960万5千円
9億6,918万1千円

70億6,270万6千円

23年度末残高
27億3,871万8千円
10億6,113万8千円
20億2,864万円

10億9,165万7千円
69億2,015万3千円

24年度末残高
２９６億１,７４８万８千円

23年度末残高

ちく　　　し　　　　の　　　　し　　　　　　　けっ　 　さん　 　ほう　　　こく
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実質単年度収支は24年度も黒字に
平成24年度筑紫野市一般会計においては、平成25年度に繰り越す財源
６億４,１５１万３千円を除くと、８億４,９９２万７千円の黒字でした。（財源・性質別）

平成24年度の主な事業

決算収支

自主財源（市が自主的に調達できるお金） 歳入全体の

●市税 １２６億２,８０９万６千円
●繰入金・繰越金など １１億４,７１３万９千円
●使用料及び手数料 ５億３,６５２万６千円
●諸収入など １９億６８２万７千円

依存財源（国・県からの交付金や借入したお金） 歳入全体の

●地方交付税 ４２億４,５５５万６千円
●国県支出金 ７２億５,５７７万２千円
●地方譲与税など １３億９,７５４万８千円
●市債 ２９億１,０２６万７千円

義務的経費（毎年必ず支出が必要となる固定的な経費） 歳出全体の

●人件費 （職員給料や議員報酬などの費用） ３９億７,７９８万４千円
●扶助費 （生活保護費や高齢者・障害者への給付費、子ども手当などの費用） ７７億５,７６９万４千円
●公債費 （国や金融機関などから借入れたお金の返済費用） ３３億４,８８３万６千円

投資的経費（将来に残るものに支出する経費） 歳出全体の

●普通建設事業費など （道路や学校などの建設費、災害復旧費などの費用） ４０億４,１３３万１千円

その他の経費 歳出全体の

●物件費 （物品購入、賃借料、賃金などの費用） ３７億４３１万１千円
●補助費等 （各種団体への補助金や負担金などの費用） ３５億２,１８２万円
●その他 （維持補修費や積立金、出資金、貸付金、他会計繰出金などの費用） ４１億８,４３１万５千円

１５０億８,４５１万４千円

４０億４,１３３万１千円

１６２億１,８５８万８千円

１５８億９１４万３千円

一般会計の歳入は、３２０億２,７７３万１千円で、前年度に比べ１．４％減となりました。

一般会計の歳出は、３０５億３,６２９万１千円で、前年度に比べ３．４％減となりました。

１１４億１,０４４万６千円

５０.６ ％

４９.４ ％

１３.２ ％

３７.４ ％

４９.４ ％

● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●
● ●

１９億１,２４９万５千円

筑紫駅西口土地区画整理事業 １０億１,４９４万８千円 上原田公園整備事業 ２億２,９３２万４千円
ＪＲ二日市駅地区整備事業西鉄朝倉街道駅バリアフリー整備促進事業 ４,０００万円

農村環境整備事業 ２,０４６万４千円

市道「上原田線」道路新設改良事業 ８,６３８万８千円

児童手当支給事業障害者自立支援法に基づく介護給付等事業

私立保育所運営委託事業 １２億８１１万円
９億３,２２０万８千円

つどいの広場事業 ９５２万９千円

生活交通対策事業 １,２５７万５千円議会運営事業 ２億３,０８３万９千円

鷺田川河川改修事業 １億９,０６５万１千円

ごみ収集委託料 ５億７,１４８万円
予防接種事業

筑紫野太宰府消防組合負担金 ７億９,５３７万７千円筑紫地区まちづくり整備事業 ８,１２１万７千円

災害復旧費 ６,０３３万７千円阿志岐山城跡保存整備事業 １,８３０万３千円
読書活動推進事業 １,０２７万円 小・中学校耐震化事業

７９６万２千円緊急経済対策事業住宅改修工事補助金

２億７,４９１万６千円

１６億４,７５５万２千円

１,７８９万１千円

生活保護事業 ２２億３,９３９万円
新エネルギー設備普及事業 ６２６万９千円

２,３２４万６千円荒廃森林再生事業
２億７,９０３万２千円中小企業融資預託事業
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（消費税等込）

※四捨五入の関係で端数が合わない場合があります。

特別会計・公営企業会計の決算収支

特別会計
国民健康保険などの事業は、保険料など特定の収入によって行うため、一般会計とは別に会計を設けています。

会  計  名 歳   入 歳   出
国 民 健 康 保 険 事 業
住 宅 新 築 資 金 等 貸 付 事 業
奨 学 資 金 貸 与 事 業
介 護 保 険 事 業
後 期 高 齢 者 医 療 事 業

農 業 集 落 排 水 事 業
土 地 取 得 事 業
二 日 市 財 産 区
御 笠 財 産 区

公営企業会計

地方公営企業法の適用を受け、公営企業会計による独立採算制をとっています。

会   計  名 収   入 支   出

平 等 寺 山 財 産 区
計 １７７億８,４６６万２千円

水 道 事 業 収益的収支
資本的収支

計

一般会計から特別・公営企業会計への繰出金の状況

下 水 道 事 業
収益的収支
資本的収支

平成２４年度決算額会 計 名
土 地 取 得 事 業
国 民 健 康 保 険 事 業
介 護 保 険 事 業

土 木 費

民 生 費
農 林 水 産 業 費

款
総 務 費

下 水 道 事 業

民 生 費
民 生 費

後 期 高 齢 者 医 療 事 業
農 業 集 落 排 水 事 業

基金の状況
基  金  名 前年度増減額

公債償還積立金（住宅新築資金等貸付）

保険給付費支払準備（介護保険）

そ の 他
奨 学

市債の状況

 会  計  名 ２４年度末残高 前年度増減額

特別会計（計）

水 道 事 業
特 別

計
下 水 道 事 業

 

２４年度末残高

筑紫地区介護認定審査会事 業

９４億２,８００万３千円
１,０７２万６千円
５０７万４千円

５１億７,７９９万４千円
１８億７,３３１万４千円

６,７３９万２千円
２億２,１８１万８千円

６億１,１５２万円
１６１万円

８７９万４千円
２,３５７万３千円

１７４億２,９８１万８千円

１６億９,０８４万５千円
７億２,４３４万５千円

１７億８,６０３万９千円
１４億３,９１８万３千円
５６億４,０４１万２千円

１８億７,８４０万７千円
２億１２４万１千円

１８億５,４６０万９千円
９億４,７７２万６千円

４８億８,１９８万３千円

教 育 費 奨 学 資 金 貸 与 事 業

６億１,１５２万円
７億５,２２８万円

７億５,９５８万４千円
９億８,４３０万５千円
１億８,１０３万３千円
６億８,６７８万５千円

１６７万４千円
３９億７,７１８万１千円計

　２億１,８０４万８千円
１億６,５０８万４千円
１,６５３万５千円

１億９,８５９万７千円
５億９,８２６万４千円

２３年度末残高
　１億７,３４９万円
１億６,１７８万９千円
１,６５３万５千円
２億６２４万９千円

５億５,８０６万３千円

　４,４５５万８千円
３２９万５千円

０円
△７６５万２千円

４,０２０万１千円

２６億４,４８５万２千円
５９億１,２８２万４千円
１３０億２,４４６万７千円

２１５億８,２１４万３千円

２３年度末残高
３３億４,４３０万円
６０億３,３０６万円

１３５億９,８２６万７千円
２２９億７,５６２万７千円

△６億９,９４４万８千円
△１億２,０２３万６千円
△５億７,３８０万円

△１３億９,３４８万４千円

９６億５,９９４万８千円
１,０９８万２千円
５０７万４千円

５２億６,０４８万５千円
１９億１,０９５万５千円

６,７３９万２千円
２億２,１８１万８千円

６億１,１５２万円
２５０万１千円

１,０１５万６千円
２,３８３万１千円
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財政力指数・・・

・ 平成24年度の全国平均については、集計中のため空欄となっています。
・ 全国平均は687市の平均で、総務省発行の「地方財政白書」から抜粋。
・ 県内平均は政令市を除く26市の平均で、福岡県の報道発表資料から抜粋。

健全化判断比率・資金不足比率

90.0% 89.7%

90.0%
県内平均

23

24

0.75

0.74

0.54

0.53
年度 本市 全国平均 県内平均 本市 全国平均

指標から見る筑紫野市の状況は
財政力指数・経常収支比率

区分 財政力指数 経常収支比率

 

89.1% 89.0%22 0.76 0.560.64

0.61

88.0%

89.3%

 　　　　　　　　　　地方公共団体の財政力を示す指標で、この数値が大きいほど財源に余裕があると見ることができ、「１」
以上の団体は、きわめて財源に余裕のある団体とされています。平成24年度は、0.74で、前年度よりやや低下しました。

　　　　　　　　　　　　財政構造の弾力性を測定する指標で、人件費、扶助費、公債費などの経常的な経費に充てる一般財
源と、地方税、普通交付税、地方譲与税などの経常一般財源との比率をいい、70％～80％であれば健全財政とされています。
平成24年度は、88.4％で、前年度より1.6ポイント改善することができました。

経常収支比率・・・

88.4%

資金不足比率

資金不足比率
（水道事業・下水道事業・農

業集落排水事業）

実質公債費比率

将来負担比率

経営健全化基準

３５．０ ％

３５０．０ ％３２．５ ％

本市

 ％

早期健全化基準

１２．５７ ％

２５．０ ％

１７．５７ ％

実質赤字比率

連結実質赤字比率

財政再生基準

１２．３ ％

２０．００ ％

３０．００ ％

健全化判断比率

・

  ◎決算の詳しい内容は、市役所情報公開室、市民図書館、市ホームページで確認することができます。
  【問い合わせ先】 財政課 財政担当

本市

 ％

 ％

２０．０ ％

実質赤字比率、連結実質赤字比率および資金不足比率は、赤字額または不足額ともに生じ
ないため「  ％」表記となっています。

健全化判断比率・資金不足比率
　健全化判断比率は、『地方公共団体の財政の健全化に関する法律』による指標で、実質赤字比率、連結
実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担比率からなり、いずれかが早期健全化基準以上の場合には、
「財政健全化計画」を定めなければならず、また、将来負担比率を除く、いずれかの指標が財政再生基準以
上の場合には、「財政再生計画」を定めなければなりません。
　資金不足比率は、公営企業における資金不足額の事業規模に対する割合であり、経営健全化基準以上
の場合には、「経営健全化計画」を定めることになります。
　24年度決算に基づく本市の比率は、下表のとおりいずれも早期健全化基準等を下回り、財政状況は前年
度に引き続き健全段階であるという結果となっています。
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